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印刷田辺印刷

市民の動き

(12月1日現在)

総人口 115，737人 (+ 98) 

男 56，431人(+70) 

女 59，306人(+28) 

世帯数 36，069世帯 (+ 29) 

( )内は前月比です。
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【a月定例市議会】

えつ広報ーー第 926号:6号ー

教
育
委
員
に

衛生・土木など重点に補正

12月定例市議会が、 12月3日から 19日ま

で17日間の会期で聞かれました。今回の市

議会では、「点訳奉仕活動等石井基金条例の

一部改正案Jr上田市水道条例の一部改正案」

「昭和59年度上田市一般会計補正予算案」、

教育委員の任命など43議案が審議され、す

べて可決 ・承認されました。

12月議会で決まった59年度予算

事甫 正 子 勢L 客員

一 般会計 2偲5，202万8千円

特別l 会言| 2位 881万1千円

予 第ー 室員

一般会計 208倍2，933万9千円

特別l ぷZ〉Z、 三ロr 92他 8，283万7千円

補正予算の主な内容(一般会計)

1億 1，226万8千 円

200万円

*民生費

~.l たきり老人用ギャンヂベット'購入世 68万円

点訳奉仕活動等石井会主金村立金 150万円

イ1:毛福祉サービス供給システム手引書作成費 20万円

乳幼児惜置背 1，149万2千円

心身障者者扶助11 721万6千円

*衛生費

家庭雑排水汚泥処理地訟

工事'i~(補正減)ム3憶8，934万円

病院群輪番制負1"U金 375万7千円

*農林水産業費

転作促進特別対策事業補助金

県単七地改良は場整備ギ業工事官

*商工費

t-!. 田幸村石 1~:1象製作委託料

本土木費

[-_旧交通踏切改良負1"11.令

小牧 4号線道路改良舗装工事行

}二回ノ、イハス関連工事官

*教育費

文化会館椴帳購入費

(特別会計には産院事業も含む)

*総務費

上田市真田町じんかい焼却場

組合負-111金

ニューメディアニーズ調子モ委託料

十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
教
育
委

意
見
書

水
道
事
業
の
健
全
な
料
営
を
緋
持

す
る
た
め
、
去
る
じ
月
水
道
料
令
事

2，709万3千円

500万円

3，119万8下ドj

2，950万円

1. 750 万円

70Ji円

1.400力ー円

条
例
の
制
定
・
改
正

真田幸村公の石膏像

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正

市
内
大
子
二
丁
目
の
行
井
光

一
M
怖

か
ら
多
制
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
、

今
回
て
法
令
の
総
額
は
三
千
三
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
行
井
さ

ん
の
御
立
向
に
そ
ゥ
て
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の

て
す

マ
上
田
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正
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教
育
委
員
に

守

栄
真
さ
ん

教
育
委
員
に

?三え

湯
本

清
さ
ん

つ一 (3)一一一 昭和60年 1月1臼 広報

今
回
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
教
育
委

員
長
の
堀
内
泉
さ
ん
は
、
昭
和
五

卜
一
年
十
二
月
か
ら
同
五
十
九
年
十

二
月
ま
で
の
二
期
八
年
間
に
わ
た
っ

て
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
、
こ
の
問
、

昭
和
五
十
七
年
十
月
か
ら
同
五
十
九

年
十
二
月
ま
で
教
育
委
員
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
本
当
に
御

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

ト
二
月
定
例
市
議
会
で
、

教
育
委
一

員
に
守
栄
其
さ
ん
が
、
市
議
会
の
一

同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

守

栄

真

さ
ん
(
も
り
、
え
い
し
ん
、

六
十
六
歳
、
大
字
前
山
三

O
O
)

略

歴

・
:
知
日
山
専
門
学
校
(
現
大
正
一

大
学
)卒
業
、
上
田
市
役
所
勤
務
、
一

東
前
山
自
治
会
長
、
前
山
寺
住
職
一

十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
教
育
委
一

員
に
湯
本
清
さ
ん
が
、
市
議
会
の
一

同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

湯

本

清

さ
ん

(ゆ
も
と
き
よ
し
、

五
十
歳
、
大
字
御
所
二
ハ
二

一一

O
)
 

略

歴

:
・
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
、

長
野
県
弁
謎
士
会
副
会
長
、
弁
護
一

士

一

ま
た
、
同
様
に
今
回
、
退
任
さ
れ
一

ま
し
た
教
育
長
の
滝
沢
石
さ
ん
は
、
一

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
か
ら
同
五
十
一

九
年
十
二
月
ま
で
の
二
期
八
年
間
に
一

わ
た
っ
て
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
、

同
時
に
教
育
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。一

長
い
問
、
本
当
に
御
苦
労
さ
ま
で
し
一

た
。

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
を
維
持

す
る
た
め
、
去
る
七
月
水
道
料
金
審

議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
に
悲
づ

い
て
平
均

一
八

・
二
一
%
の
引
き
上

げ
改
定
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。
料
金
算
定
期
間
は
、
物
価

が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
現
状
か
ら
、

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
三
か
年

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
加
入
金
も
、

新
旧
需
要
者
の
負
制
一
の
公
平
を
保
持

す
る
観
点
か
ら
、
改
正
を
お
願
い
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
文
化
会
館
条
例
の
制
定

上
田
市
文
化
会
館
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
要
望
と
長
期
基
本
構
想
に
基

づ
い
て
中
央
公
民
館
と
の
合
築
に
よ

り
建
設
し
た
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
教
育
、
文
化
お
よ
び
芸
術
の
振

興
を
図
リ
、
社
会
福
祉
の
哨
進
に
寄

与
す
る
た
め
、
上
岡
市
文
化
会
館
を

材
木
町

一
丁
目
二
番
三
号
に
設
置
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

中
央
公
民
館
は
、
上
田
市
文
化
会

館
と
の
合
築
に
よ
り
改
築
し
、
市
民

め
皆
さ
ん
の
教
育
文
化
情
動
の
拠
点

と
な
る
よ
う
材
木
町

一
丁
目
二
番
三

号
に
上
田
市
中
央
公
民
館
を
設
置
し
、

施
設
使
用
料
の
改
定
を
し
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。

意
見
書

*
地
方
公
共
交
通
の
維
持
確
保
に
関

す
る
意
見
書

地
方
公
共
交
通
は
、

地
方
の
産
業
・

経
済

・
教
育
・
文
化
な
ど
の
維
持
発

展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、

今
日
の
地
方
公
共
交
通
は
、
深
刻
な

状
況
下
に
お
か
れ
、
こ
の
事
態
が
こ

の
ま
ま
推
移
す
る
な
ら
ば
、
消
滅
す

る
危
倶
も
生
じ
て
い
る
。

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

地

域
社
会
の
生
活
を
確
保
す
る
立
場
か

ら
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

一
、
現
行
生
活
路
線
パ
ス
維
持
に
関

す
る
補
助
制
度
中
の
整
備
地
域

(
甲
・
乙

・丙
)
、
運
行
回
数
、
路
線

種
別
(
第
一
種

1
第
三
種
)
の
制

限
を
撤
廃
し
、
補
助
額
と
と
も
に

拡
充
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
、
前
記
補
助
制
度
に
関
し
、
現
行

の
要
綱
に
よ
る
も
の
か
ら
法
律
に

基
づ
く
も
の
と
し
、
恒
常
的
、
安

定
的
な
助
成
を
図
る
べ
く
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

*
国
鉄
線
の
維
持
存
続
な
ど
に
聞
す

る
意
見
書

先
般
、
国
鉄
再
建
監
理
委
員
会
の

で
す
。

マ
上
田
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正

第
二
次
緊
急
提
言
に
お
い
て
、
赤
字

線
の
廃
止
、
分
割
、
民
営
化
お
よ
び

合
理
化
計
画
な
ど
が
示
さ
れ
た
が
、

こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
と
、
地
域
経
済

お
よ
び
住
民
生
活
に
及
ほ
す
影
響
は

極
め
て
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
国

鉄
の
公
共
性
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
認
識
さ

れ
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
措
置
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

一
、
国
鉄
の
経
営
形
態
を
維
持
し
、

小
海
線
を
は
じ
め
飯
山
、
大
糸
、
飯

田
の
各
線
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
。

二
、
駅
無
人
化
な
ど
の
実
施
に
あ
た

つ
て
は
、

地
域
住
民
の
利
便
を
考

慮
し
、
慎
重
に
対
処
す
る
こ
と
。

三、

ロ
ー
カ
ル
線
と
幹
線
と
の
接
続

を
よ
く
す
る
よ
う
ダ
イ
ヤ
改
正
を

行
う
こ
と
。

こ
の
ほ
か
、

「
公
共
事
業
用
地
取
得

促
進
に
関
す
る
意
見
書
」
、
「
農
地
法

の
改
正
に
関
す
る
意
見
書
」
、
「
租
税

特
別
措
置
法
お
よ
び
地
方
税
法
の
改

正
に
関
す
る
意
見
書
」

も
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

…
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
の

…

…

凍
結
を
防
止
し
よ
う
…



ち
ま
し
て
長
期
計
画
に
基
づ
い
た
数
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
事
業
が
順
調
に
進
捗
い
た
し
当
面
す
る
事
業
と
し
ま
し
て
は
、

ま
し
た
。

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
じ
ん
か
い
焼
却

き
て
、
今
年
を
展
望
し
ま
す
と
、
場
お
よ
び
家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
施

ゆ
る
や
か
な
が
ら
も
景
気
が
上
向
き
設
、
文
化
中
核
施
設
と
し
て
の
創
造

に
あ
り
、
産
業
界
に
活
気
が
戻
る
こ
館
お
よ
び
文
化
会
館
を
完
成
さ
せ
る

と
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
ほ
か
、

小
牧
橋
の
早
期
開
通
と
東
塩

す
。
市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
上
田
田
工
業
団
地
の
一
部
操
業
を
目
指
す

市
民
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
際
社
会
に
あ
っ
て
は
、
米
・
ソ
お
よ
あ
げ
て
の
財
政
再
建
と
行
政

・
教
育
市
第
一
次
長
期
基
本
構
想
の
最
終
年
な
ど
、
数
多
く
の
大
型
事
業
を
手
が

ご
ざ
い
ま
す
。

び
朝
鮮
半
島
で
緊
張
緩
和
に
向
け
て
改
革
が
本
格
化
し
、
そ
の
影
響
を
受
度
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
目
標
達
成
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

腕
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
皆
様
の
新
た
な
動
き
が
み
ら
れ
た
反
面
、
深
け
て
地
方
自
治
体
の
行
財
政
も
一
段
に
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
ど
う
か
、
，
本
年
も
市
政
に
対
し
て

御
健
勝
を
心
か
ら
お
祝
い
い
た
し
ま
刻
化
す
る
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
、
イ
ン
と
厳
し
さ
を
増
し
た
年
で
あ
り
ま
し
続
く
第
二
次
長
期
基
本
構
想
を
策
定
倍
旧
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
と
と
も
に
、
平
素
市
政
に
対
す
る
ド
首
相
の
暗
殺
な
ど
、
混
迷
す
る
世
た
。

す
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。
市
民
の
皆
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

御
支
躍
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
界
情
勢
を
反
映
し
た
年
で
あ
り
ま
し

こ

う

し

た

中
で
、
当
市
に
お
き
ま
様
と
英
知
を
出
し
合
っ
て
、
二
十
一
に
、
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し

す
。

た
。

し
て
は
、
異
常
天
候
下
に
も
か
か
わ
世
紀
を
展
望
し
た
活
気
に
満
ち
た
魅
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

昨
年
を
回
顧
い
た
し
ま
す
と
、
固
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
、
国
を
ら
ず
災
害
が
少
な
く
、
お
か
げ
を
も
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
い
た
し
ま
す
。

す
る
社
会
情
勢
下
に
越
年
し
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
内
外
の
情
勢
下
に
お
い

て
、
国
で
は
財
政
再
建
の
名
の
も
と

に
行
政
改
革
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

お
り
、
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境

は
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
折
、
ま
た
、
市
民
の

皆
様
の
御
要
望
が
多
様
化
す
る
中
で
、

社
会
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整

備
、
高
速
交
通
網
の
整
備
な
ど
、
ま

こ
と
に
容
易
な
ら
ざ
る
難
聞
が
山
積

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
難
問
に
市
民
の

だ 昭和60年 1月1日一一一(4)ーえつ広 報

昭
和
六
十
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

上
山
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て

謹
ん
で
新
年
の
こ
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
清
新
に
満
ち
た
新
春
を
迎

え
、
皆
様
の
御
清
福
と
御
繁
栄
を
心

か
ら
お
祈
り
巾
し
上
げ
ま
す
と
と
も

一ー第 926号n6号ーー

新
春
を
迎
え
て

上
田
市
長

永

野

裕

貞

年
頭
に
あ
た
っ
て

に
、
平
素
市
政
に
格
別
の
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

過
ぎ
し
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
内

外
と
も
に
極
め
て
多
端
な
年
で
あ
り

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
際
的
に
は
、

上
田
市
議
会
議
長

竹

内

義

憲

平
和
の
祭
典
で
あ
り
ま
す
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
、
イ

ン
ド
・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
の
暗
殺
、
ア

メ
リ
カ

・
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
再
選
、

国
内
的
に
は
、
グ
リ
コ
森
永
事
件
、

王
滝
村
の
地
震
災
害
、
さ
ら
に
第
二

次
中
曽
根
内
閣
の
発
足
な
ど
、
激
動

使
用
申
込
は

マ
二
月
一
日
幽
午
前
十
時
・
・
開
館
式

マ
二
月
二

日
出
午
後
一
時
・
:
三
階
大

ホ
ー
ル
で
、

N
H
K
の

英

皆
様
の
英
知
を
く
み
取
り
、
上
田
市

発
展
の
た
め
に
努
力
い
た
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
特

に
政
治
や
行
政
に
携
わ

っ
て
い
る
者

は
、
常
に
住
民
の
意
思
を
尊
重
す
る

厳
し
い
反
省
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
、
市
政
に
対
し
倍

旧
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
皆

様
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た

し
ま
す
。

グ
ル

ー
プ
展
H
書
道
展
、
手
工

芸

・
編
物
展
、
絵
画
展
、
短
歌

展
、
生
け
花
展
な
ど
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ま
し
アこ

す
な
わ
ち

国
R祭
的

i 実~)

壬
滝
村
AW
M震
川火
冨
v

さ
ら
に
第
二

次
中
曽
根
内
閣
の
発
足
な
ど
、
激
動

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
難
問
に
市
民
の

使
用
申
込
は

中
央
公
民
館
へ

文化活動の拠点、として、触れ合いの場として期待される文化センター

一
一
月
一
日
に
は
、
開
館
式
を
行
う

予
定
で
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

開
館
後
は
、
大
ホ

l
ル
を
除
い
た
展

示
室
や
練
習
室
な
ど
す
べ
て
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
は
、
こ
の
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
の
引
っ
越
し
お
よ
び
建
物
の

取
り
壊
し
な
ど
の
た
め
、
一
月
十
日

か
ら
同
三
十
一
日
ま
で
休
館
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
職
員
の
勤
務
は
平
常
通
り

で
す
の
で
、
公
民
館
の
使
用
申
込
に

つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
(
宮
⑫

0

7
6
0
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

な
お
、
文
化
会
館
の
オ
ー
プ
ン
は
、

六
月
一
日
の
予
定
で
す
。

開
館
記
念

「
市
民
文
化
創
造
祭
」

文
化
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
て
、
二
月
三
日
か
ら
同
十
日
ま

で
、
開
館
記
念
「
市
民
文
化
創
造
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
主
な
日
程
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

マ
二
月
一
日
樹
午
前
十
時
・
:
開
館
式

マ
二
月
二
日
出
午
後
一
時
・:
三
階
大

ホ
ー
ル
で
、

N
H
K
の
高
梨
英

一
さ
ん
を
迎
、
え
て
講
演
会

マ
二
月
三
日
間
・
:
市
民
発
表
会
H
舞

踊
、
謡
曲
、
手
話
の
歌
と
ミ
ニ

手
話
講
習
会
な
ど

マ
二
月
三
白
川

1
同
十
日
間
:
・
市
民

一

一

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
社
団
法
人
上
田
小
県
歯
科
医
師
会

梯

歯
ブ
ラ
シ
五
百
本
第
六
回
健

康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
用
に

マ
浅
井
益
香
寿
様

(
天
神
四
・
北
天

神
町
)
一
万
七
千
九
百
十
五
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
山
本
太
郎
樟

(
武
蔵
野
市
)
山

本
鼎
作
水
彩
画
一
点

山
本
鼎
記
念

館
へ

マ
塩
田
農
業
協
同
組
合
様

十
五
万

円
(
仮
称
)
文
化
セ
ン
タ
ー
備
品

購
入
代
と
し
て

マ
株
式
会
社
藤
森
組
梯

三
十
万
円

(
仮
称
)
文
化
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入

代
と
し
て 御

寄
付
お
礼

し
ま
す
。

ク
ル
ー
プ
展
H
書
道
展
、
手
工

芸
・
編
物
展
、
絵
画
展
、

一周
歌

展
、
生
け
花
展
な
ど

マ
二
月
十
日
間
・
:
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン

の
で
き
る
ま
で
、
社
会
教
育
を

語
る
交
流
会
、
大
極
挙
な
ど

マ
上
田
市
農
業
協
同
組
合
格

三
十

万
円
(
仮
称
)
文
化
セ
ン
タ
ー
備

品
購
入
代
と
し
て

マ
有
限
会
社
琴
光
堂
楽
器
唐
様

レ

コ
ー
ド
八
巻
南
小
学
校
へ

マ
長
野
大
学
こ
ろ
ぽ
つ
く
る
の
会
棟

一
万
五
千
円
交
通
災
害
遺
児
に

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
二
十
五
団

様

一
万
八
千
八
百
九
十
円
社
会

福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
浦
里
農
業
協
同
組
合
樟

五
万
円

(
仮
称
)
文
化
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入

代
と
し
て

マ
ス
ナ
ッ
ク

T
を
愛
す
る
会
樟

三

万
六
千
六
百
十
四
円
社
会
福
祉
基

金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

三
千
円
社
会
福
祉
法
一

金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

五
千
円
社
会
福
祉
法

金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

千
円
社
会
福
祉
基
金

の
積
立
金
と
し
て
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地域雇用開発推進事業に

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

至
急
、
上
田
公
共
職
業
安
定
所
、
ま

た
は
市
の
労
政
課
に
御
相
談
を
お
願

い
し
ま
す
。

雇
用
開
発
推
進
事
業

地
域
雇
用
促
進
給
付
金

御協力を

(上田地域雇用開発推進会議 ) 
上田公共職業安定所宮⑫6363 I 
上田市労政課 E⑫4100内線605)

の
あ
ら
ま
し

σ〉

支

給

雇
用
開
発
推
進
事
業

の
実
施
状
況

国民年金融資で、マイホームを

し

て

杜

会
に
柏
極
的
に
参
加
し
、

貢
献
し
、
新
時
代
を
盟
か
に
創
造
す

たばこは市内で買いましょう

皆さんがお買いになる「たば こ」は、たば

こ消費税として上田市の此重な財源にな って

います。

出張や旅行のときも、たばこは市内で買 っ

て千子きましょう 。

あなたの考えを市政提言電話へ
合 25-2539(留守番電話)

市では、「市政提言電話」を設置しています。

あなたの建設的な御意見、御提案をお待ちして

います。開設時間は、午前 9時から午後 8時ま

でです。
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お知らせ

え

御
出
席
く
だ
さ
い

青
少
年
課
青
少
年
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
1

市
お
よ
び
市
教
育
委
員
会
で
は
、

昭
和
六
十
年
の
成
人
式
を
次
の
と
お

リ
行
い
ま
す
。

成
人
式
該
当
者
は
、
昭
和
三
十
九

年
川
月
二
日
か
ら
同
四
十
年
山
月

一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

成
人
式
式
典
、
の
案
内
は
、
は
が
き
で

卜
二
月

一
日
現
紅
、
住
民
登
録
を
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
、
市
外
ト
れ
住
者

で
希
望
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
送
付
し
ま

し
た
。
御
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
:
一
月
十
五
日
(成
人
の
日

)

だ

成
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式
に

つ一 (7)一一一 昭和60年 1月1日 広報

午
後

一
時
開
場
、

開
演

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

主
な
内
容
・
:
第
一
部
H
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
第
二
部
H
祝
位
式
典

お
願
い
・
:
駐
車
場
が
快
い
た
め
、
車

で
の
出
席
は
御
遠
慮
願
い
ま
す
。

同
一
時
三
十
分

今
年
は
「
国
際
青
年
年
」

テ
ー
マ
は
参
加
・
開
発
・
平
和

青
少
年
謀
青
少
年
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
1

第
三
十
回
国
連
総
会

(一

九
七
九

年
開
催
)
に
お
い
て
、

一
九
八
五
年

(昭
和
六
十
年
)
を
「
国
際
青
年
年
」

と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

目
的
は
、
青
年
の
可
能
性
を
開
発

し
て
、
社
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

貢
献
し
、
新
時
代
を
豊
か
に
創
造
す

る
こ
と
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で

す
。今

後
、
各
種
団
体
に
よ
っ
て
、
多

様
な
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

和
服
着
付
教
室
の

受
講
生
を
募
集

働
く
婦
人
の
家
宮
⑧
2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
次
の
と
お

り
和
服
着
付
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
和
服
に
つ
い
て
の
常
識
や
、

帯
結
び
は
二
重
太
鼓
ま
で
学
び
ま
す
。

御
希
望
の
皆
さ
ん
は
、
電
話
な
ど

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

水
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

対
象
者
:
・
市
内
に
お
住
ま
い
の
婦
人

で
、
初
心
者
に
限
り
ま
す
。

定

員

:

・
四
十
名

(定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

受
講
日
・
・

一
月
二
十
四
日
附
か
ら
三

月
十
四
日
附
ま
で
の
毎
木
曜
日
(八

回
)
で
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

六
時
か
ら
同
八
時
ま
で
で
す
。

受
講
料
・
・
・
無
料

募
集
期
限
・
:
一
月
十
七
日
制

保
育
園
の
入
園
手
続
き

お
済
み
で
す
か

保
育
課
保
育
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
8
2

有
線
②

0
8
0
1

新
年
度
の
保
育
園
入
国
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
さ
き
に
「
広
報
う
、
え
だ
」

十
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
、
ほ
と

ん
ど
の
皆
さ
ん
が
手
続
き
を
済
ま
さ

れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
皆
さ
ん
は
、
二
月
九
日
出
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
は
、
保
育
課
で
行
い
ま
す
。

申
請
書
は
、
民
生

(
児
童
)
委
員
さ

ん
、
ま
た
は
市
役
所
、
市
役
所
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

の
隊
員
を
募
集

青
年
課
青
少
年
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
第
五
回
・
第
二
十
五
団
で
は
、

次
の
と
お
り
ス
カ
ウ
ト
隊
員
を
募
集

し
ま
す
。

〈
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
〉

募
集
説
明
会
:
・
一
月
ニ
ト
じ
日
川
午

前
十
時
か
ら
正
午
、
西
部
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
:
・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
(
現

在
小
学
校
二
年
生
)
二
十
名

申
込
受
付
・
:
二
月
二
日

ω午
後
二
時

か
ら
同
四
時
、
西
部
公
民
館
で
行

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
:
・丸
山
さ
ん

宮
⑫

2

3
5
0
 

〈
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
五
団
〉

募
集
人
員
・
:
若
干
名
(
新
小
学
校
一

年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

)

主
な
活
動
内
容
:
・
土
曜
日
の
午
後
、

中
央
公
民
館
で
集
会

お
問
い
合
わ
せ
・
:
小
池
さ
ん

宮
⑫

7

n
u
q
J
q
4
 

申
込
受
付
・
:
青
少
年
課
へ
、
一
月
三

十
一
日
附
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ

〈
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
二
十
五
団
〉

募
集
人
員
・
:
若
干
名

(新
小
学
校
一

年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

)

主
な
活
動
内
容
:
・
土
曜
日
の
午
後
、

西
部
公
民
館
で
集
会

お
問
い
合
わ
せ
:
・
小
池
さ
ん

宮
⑫

6

噌

i
n
y
R
U

申
込
受
付
・
:
青
少
年
課
へ
、
一
月
三

十
一
日
制
ま
で
に
お
い
て
く
だ
さ
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三
種
混
合

予
防
接
種

保
健
予
防
額
保
健
保

告
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

行

H
ぜ
き
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
航
似

胤

f
防
の
た
め
、

次
の
と
お
り
三
日開

出
A
H
予
防
岐
純
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

い
似
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

一

則
:
・
①
五
卜
七
年
七
月

一
日
か

ら
同
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た

f
供
さ
ん

②
瓦
十
七
年

λ
月
三
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子

供
さ
ん
で
未
接
附
の
人
(
た
だ
し
、

四
歳
未
満
)

二

期
・
:
①
五
十
六
年
一
月

一
日
か

ら
同
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
チ
供
さ
ん
で、

一
期
が
済
ん
で

い
る
人
②
瓦
十

i
年
十
二
月
三

十

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
さ

ん
で
、

二
期
が
済
ん
で
い
な
い
人

(
た
だ
し
、
五
歳
六
か
月
未
満
)

〈
接
種
内
容
〉

一

期
・
:
三
か
ら
八
週
間
の
間
隔
で

三
回
接
時

二

期
;
・

一
則
終
了
後
、
十
こ
か
ら

ト
八
か
月
以
内
に

一
回
接
陪

(
た

えつ広報ー一 第 926号

だ
し、

一
期
を
二
回
以
上
接
純
情

み
で
な
い
と
二
期
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
)

〈
持
ち
物
〉

母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
(
赤
ち

ゃ

ん
手
帳
に
縦
リ
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

亦
ち

ゃ
ん
手
帳
が
な
い
場
合
は、

会

場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
御
使

用
く
だ
さ
い
。)、

印
鑑

〈
受
付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

同
二
時
三
十
分

〈
予
備
日
〉

予
備
日
は
次
の
両
日
で
、
上
田
市
保

健
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

マ
四
月
三
日
附
・:
城
下
、

川
辺
、
泉

田
、
塩
田
、

川
西
地
区

マ
四
月
五
日
倒
・
:
東
部
、
南
部
、
中

央
、
北
部
、
西
部
、
塩
尻
、

神

科
、
神
川
、
豊
殿
地
区

〈
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
〉

①
発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
害
が
あ
る
人

②
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓

疾
患
が
、

急
性
則
も
し
く
は
岡
山
悪

期
ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
人

③
接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成

分
に
よ
り
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す

こ
と
が
明
ら
か
な
人
、
ま
た
は
異

常
な
副
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
人

④
接
種
前

一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ

っ
た
人

⑤
医
師
が
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
不
適
当
と
認
め
た
人

会 場名
実 施日

対 象 地 区
l回目 2回目 3回目

塩田母子健康センター

M1月日1 6 q 出月2 8 日 {月村日3 7 

tA.回 I也区

上野が丘公民館 神科地区、 豊殿地区

中央地区(横町、海野町、原町、袋町、馬場町、

上田市保健セ ンター
田町、丸明町、木町、北大手)

1 I 2 3 北部地区(上川原判[J町、下川原柳町、愛宕町、
(市役所南庁舎2階)

月 月 月 上鍛冶町、鍛冶町、上房山、F房山

17 12 8 柳町、新回、上紺屋町)

日 日 日
川辺地区(上田原、川辺町 、倉升、神畑、

川 辺町会館 下之条、築地、東築地)
(木)(火)幽

泉田地区の福田、 吉田

川西社会福祉センター 川西地区

西部地区(下紺屋町、鎌原、西脇、新町、諏訪

上田市保健センター 1 2 I 3 部、生塚、常磐町、緑カ、丘、新屋、緑

月 月 月
が丘北、緑が丘西、城北)

(市役所南庁舎2階)
南部地区(南天神町、泉平、北天神町、松尾町

18 13 12 
鷹匠町、本町、末広町、大手町)

日 日 日
城下地区(小牧、諏訪形、須川、中村、朝日ケ丘、

樹 休)(刈 三好町、御所、中之条、千曲町)三 好町会館

泉田地区の半jf!iJ

七回市保健センター
月2 月3 

東部地区(踏入、泉町、上常国、中常回、下常国、

月 北常回、材木町、常入)
(市役所南庁舎2階) 22 19 13 

塩尻地区(秋和、上塩尻、下嵐尻)日 日 日

神川地区公民館
(火)(火)(水)

神 川 地区

59年度(後期)三種混合予防接種目程表
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

O
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
お
よ
び
賞

二
回
)、
午
後
五
時
四
十
五
分
か

ら
午
後
七
時
四
十
五
分

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

ω年
度
の
学
生
募
集

東
京
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

宮

0
4
2
3⑪
3
3
3
1

※時間は、各会場とも午後1時 30分から同2時 30分までです。

募
集
人
員
・
:
生
産
機
械
料
、
金
属
成

形
科
、
自
動
車
科
、
電
気
科
、
電

子
科
、
建
築
科
、

室
内
造
形
科
、

環
境
化
学
科
の
各
科
二
十
名

(
い

ず
れ
も
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
)

応
募
資
格
・
:
学
校
教
育
法
に
よ
る
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
人

(
六
十
年

三
月
卒
業
見
込
み
を
含
み
ま
す
)

ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

修
学
年
限
:・
二
年

(
畳
間
の
み
)

願
書
受
付
:・

一
月
二
十

一
日
間
か
ら

一
一月
十
二

日
附

(消
印
有
効
)

試
験
日
・:
二
月
二
十
日
附

試
験
科
目
・:
O
数
学
H
数
学
I
、
代

数
・
幾
何
ま
た
は
基
礎
解
析

。

理
科
H
物
理
ま
た
は
化
学

O
外

国
語
H
英
語

I
お
よ
び
英
語

H

募
集
要
項
請
求
方
法
・:
二
百
四
十
円

分
の
切
手
を
同
封
の
う
え
、
次
の

と
こ
ろ

へ
御
請
求
く
だ
さ
い
。

一T
1
8
7

東
京
都
小
平
市
小
川

西
町
二
二
六

O

東
京
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
学
生
課

金
額
が
給
与
所
得
の
金
額
と
な
り
ま

す
。
こ
の
金
額
か
ら
、
扶
養
控
除
や



ーー 第 926

三
回
接
時

二

期
:
・
一
期
終
了
後
、
十
こ
か
ら

十
八
か
月
以
内
に

一
回
接
陣

(
た

第 926号 一

支
払
調
書
の
提
出
は

1
月
泊
日
ま
で

上
国
税
務
署
宮
⑫

1
2
3
4

給
料
、
報
酬
、
料
金
、
利
子
、
配

当
な
ど
の
支
払
者
は
、
支
払
先
の
住

所
、
氏
名
、
支
払
金
額
な
ど
を
記
載

し
た
書
類
(支
払
調
書
)を
税
務
署
に

提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
支
払
調
書
は
、
そ
の
年
中
の

支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る

も
の
で
、
提
出
期
限
は
利
子
、
配
当

な
ど
を
除
き
、
翌
年
の
一
月
三
十
一

日
と
な

っ
て
い
ま
す
。

支
払
調
書
に
は
多
く
の
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
皆
さ
ん
が
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
主
な
支
払
調
書
は
次
の
と
お
り
で

す
。

O
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と
給
与

支
払
報
告
書

昭
和
五
十
九
年
中
の
俸
給
、
給
料
、

賃
金
、
年
金
な
ど
の
「
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
」
で

一
定
金
額
以
上
の

も
の
で
す
。
ま
た
、
同
時
に
複
写
作

成
さ
れ
る
給
与
支
払
報
告
書
は
、
金

額
の
制
限
は
な
く
、
す
べ
て
の
も
の

を
受
給
者
の
昭
和
六
十
年
一
月
一

日

現
在
の
住
所
地
の
市
町
村
に
提
出
す

だえつー (9)一一一 昭和60年 1月 1日 広報

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

O
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
お
よ
び
賞

金
の
支
払
調
書

外
交
員
、
集
金
人
、
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
な
ど
の
受
け
る
報
酬
で
一
定

金
額
以
上
の
も
の
。

O
不
動
産
の
使
用
料
な
ど
の
支
払
調

書昭
和
五
十
九
年
中
に
不
動
産
な
ど

の
賃
借
に
伴
っ
て
支
払
わ
れ
る
賃
貸

料
、
権
利
金
、
更
新
料
、
名
義
書
換

料
な
ど
で
一
定
金
額
以
上
の
も
の
。

料
理
教
室
の

上
田
ガ
ス
本
社
告
⑫

0
4
5
4

原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
⑫

6
8
7
3

上
回
ガ
ス
で
は
、
次
に
よ
り
料
理

教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

〈
と
き
〉

O
A
組

1
一
月
二
十
二
日
か
ら
四
月

九
日
の
毎
週
火
曜
日

(計
十
二

回
)、
午
前
十
時
か
ら
午
後

一
時

O
B
組
リ
一
月
二
十
三
日
か
ら
四
月

十
日
の
毎
週
水
曜
日

(計
十
二

回
)
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時

O
C
組

1
一
月
二
十
五
日
か
ら
四
月

十
二
日
の
毎
週
金
曜
日
(
計
十

二
回
)、

午
後
五
時
四
十
五
分
か

ら
午
後
七
時
四
十
五
分

〈
と
こ
ろ
〉

上
回
ガ
ス
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ

ー
二
階
教
室

〈
募
集
人
員
〉

A
・
B
組
各
二
十
名
、

C
組
二
十

サ

ラ

リ

ー

マ

ン
の
給
料
や
ボ

l
ナ

四

名

ス

に

は

所

得

税

が

か

か

り

ま

す

。

こ

〈
料
理
内
容
〉

の
所
得
税
は
、
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が

和
・
洋

・
中
華
料
理
、

パ
ン
、
菓
一
支
払
わ
れ
る
際
、
給
与
の
支
払
者
が

子
な
ど

~
源
泉
徴
収
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ

〈
受
講
料
〉

叩
て
い
ま
す
。

九
千
円
(
材
料
費
六
千
円
を
含
む

)
ん

と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
は、

〈
申
込
期
限
〉

一
必
要
経
費
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
な

一
月
十
日
同
ま
で
に
、
本
社
ま
た

一
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す

は
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
電
話

一
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
も
必
要
経
費

な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た

一
な
ど
の
要
素
を
も

っ
て
い
る

「
給
与

だ
し
、
期
限
内
で
も
定
員
に
な
り
次

…
所
得
控
除
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
控

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
…

除
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
勤
務
に
伴

一
う
必
要
経
費
な
ど
の
概
算
控
除
と
し

ん
で
、
給
与
所
得
だ
け
に
認
め
ら
れ
て

…
い
る
も
の
で
、
事
業
所
得
の
必
要
経

…
費
な
ど
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
一
年
間
に
支
払

い
を
受
け
た
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
な
ど

の
収
入
金
額
の
合
計
額
か
ら
、
給
与

所
得
控
除
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の

第

8
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
ナ
ー

宮
(⑮

2
6
2
9

と
き
・
:
一
月
十
七
日
附
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
月
影
寮
、
和
順
園
、
慈
光

園
集
合
場
所
・
:
新
田
の
呈
蓮
寺
に
午
前

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

給
与
所
得
控
除

八
時
三
十
分
ま
で
に
御
集
合
く
だ

さ
い
。

内

容

:
・そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に

別
か
れ
て
作
業
を
し
ま
す
。

※時間は、

西
町
二
二
六

O

東
京
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
学
生
課

金
額
が
給
与
所
得
の
金
額
と
な
り
ま

す
。

こ
の
金
額
か
ら
、
扶
養
控
除
や

基
礎
控
除
な
ど
の

「
所
得
控
除
額
」

を
差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
が
課
税

所
得
金
額
で
、
こ
れ
に

「
税
率
」
を

掛
け
て
算
出
し
た
額
が
、
そ
の
年
の

所
得
税
額
で
す
。

な
お
、
「
給
与
所
得
控
除
額
」
は
、

給
与
の
年
収
額
に
応
じ
て
、
左
表
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

給与所得控除一覧表

給与の年収額 給与所得控除額

142万5，000円 以 下 57万円

142万5，000円超
年収額X40%165万円以下

165万 円 超 330万円以下 年収額X30% + 16万5，000円

330万 円 超 600万円以下 年収額X20%+49万5，000円

600万円超 1，000万円以下
年収額X10%

+109万5，000円

1，000万 円 超
年収額X5%

L一一一一
+ 159万5，000円

昼
食
代
・:
二
百
五
十
円
ぐ
ら
い

申
込
先
:
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
ナ

ー
に
、

一
月
十
日
同
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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凧あげ

気をつけて

北
風
を
受
け
て
、
子
供
た
ち
が
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
凧
を
あ
げ
て
い

る
姿
は
、

気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
凧
が
電
線
に
か
ら
ん
で

停
電
事
故
が
起
こ

っ
た
り
、
ま
た
、

ひ
っ
か
か

っ
た
凧
を
取
ろ
う
と
し
て

と
き
に
は
死
亡
事
故
な
ど
も
起
き
て

い
ま
す
。

大
切
な
子
供
さ
ん
が
事
故
に
あ
わ

え

(十

一
月
三
十
日
現
在
)

つ広 報

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

藤
村
キ
ン
さ
ん

松
津
秀
子
さ
ん

と
原
盈
吉
さ
ん

(国
分

こ

湯
本
貞
成
さ
ん

小
林
和
子
さ
ん

金
井
芳
三
郎
さ
ん

山
溢
順

一
き
ん

両
角
門
家
男
さ
ん

(
緑
が
丘
一
)

中
村
ふ
み
さ
ん

一ー 第 926号

染半

屋過

上

堀

千
曲
町

梅
が
丘

東
前
山

下

堀

秋新

和屋

四八
八 O

八七 四 七 八
一九七六六

五
三

七
O

仁
古
田

下
之
郷

染

屋

中
常
田

林
之
郷

柳

沢
城

北

千
曲
町

川
辺
町

緑
が
丘

な
い
よ
う
、
親
子
で
次
の
こ
と
を
話

し
合

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
、
凧
あ
げ
は
、
電
線
や
電
柱
の
な

い
場
所
で
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
も
し
、
凧
が
電
線
な
ど
に
か
ら

ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
自
分
で
取
ろ

う
と
し
な
い
で
中
部
電
力
へ
連
絡

l
)
ま
1ν

ょ
、っ
。

酒
元
袈
裟
太
郎
さ
ん

(
繰
が
丘
二
)
緑
が
丘
北

宮
原
点
と
の
さ
ん
上
塩
尻

小
川
た
き
さ
ん

(
大
手
二
)

原

康

朗

き

ん

中
村
六
男
き
ん

(
緑
が
丘
二

江
尻
徳
次
郎
さ
ん

(
材
木
町
二

大

宮

良

さ
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